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１．UV/EB硬化樹脂とは 

　UV/EB硬化樹脂は、紫外線(UV)や電子線( EB)を照射す

ることにより重合して硬化することから、文字通り、光硬化型

樹脂、あるいはラドキュア樹脂とも呼ばれています。その優

れた硬化性、作業性、硬化物の特性により接着、シール、コー

ティング分野で実用化が進み、樹脂の品質向上と生産性向上

に貢献しています。VOC(揮発性有機化合物）規制法、

PRTR法の制定やISO１４０００への取り組みが進む中で、省エ

ネルギー面だけでなく、耐摩擦性、耐薬品性の機能を持つ素

材として注目を浴びています。また、UV/EB硬化樹脂は、熱

硬化型樹脂と比べて、光硬化モノマーが低粘度のため溶剤

を必要とせず、モノマーは硬化後には、樹脂の一成分となる

ため環境への悪影響がありません。 

　UV/EB硬化技術は、１９６０年代後半にドイツで開発され、

木工用塗料として実用化されたのが始まりです。現代では、

この技術を利用したコーティング材料は、塗料やインキ、接着

剤、エレクトロニクス用材料など幅広い分野で利用されてい

ます。 
 

２．UV/EB硬化樹脂の市場と用途 

　国内市場では、７０年代に入り、アクリレートモノマー・オリ

ゴマー、不飽和樹脂の改良が進み、８０年代に入ると住宅建築

ブームと素材志向、光沢志向が強まりました。UV/EB硬化樹

脂の市場は、８０年半ばから年率１０～１５％の成長を遂げ、現

在では４万トンを超えており、今後もデジタル家電の需要の

伸びとともに、年率５％以上の成長が見込まれています。 

　UV/EB硬化樹脂の主要な用途であるコーティング、フォト

レジスト、インキについての動向は次の通りです。 

（１）コーティング 

　木質フローリング用塗料や金属のコーティング、またタッ

チパネルやディスプレイのプラスチックフィルム、光ファイバー、

それにCD、DVDなどの光ディスクなどに使用されています。

とりわけ木工用コーティング用途の使用が多く、２００４年の建

築基準法改正に伴い、熱硬化型樹脂からUV/EB硬化樹脂へ

の転換が進んでいます。 

（２）フォトレジスト 

　光を用いたフォトリソグラフィー技術は、エレクトロニクス、

ディスプレイ製品の微細加工に応用されています。パーソナ

ルコンピュータ、携帯電話、デジタルカメラなどの製品をはじ

め、液晶ディスプレイやプラズマディスプレイにUV/EB硬化

樹脂が用いられています。 

（３）インキ 

　オフセットインキ、グラビアインキなど、塗工性に優れた

UV/EB硬化樹脂が使用されています。機材や印刷方法にこ

だわらず、比較的に容易に使用できることから需要が伸びて

います。 

 

３．ニューフロンティアシリーズ 

　UV/EB硬化型樹脂ニューフロンティアシリーズのモノマ

ー系は、エチレンオキサイドやプロピレンオキサイドの誘導体

を主成分としており、不純物含有量が少なく、低皮膚刺激・高

希釈能・可とう性を特長としています。単官能から多官能、メ

タクリル酸エステル、臭素系モノマーなどを取り揃えており、

皮膚刺激性を改良したME-4Sや低臭気タイプのPHE-2D

は建材用塗料やインキ、プラスチックのコーティングに使用

されています。 

　ニューフロンティアR-1000シリーズは、高強度、高伸度

を備えたウレタンアクリレートオリゴマーです。耐アルカリ

性に優れたR-1302、R-1304、R-1306は、キッチン周り

や浴槽のコーティングや木質フローリング用に提供してい

ます。また、官能基数を増やして硬度を向上させたR-1901

やR-1150を取り揃えています(表１)。 
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表1　ニューフロンティアRシリーズ 
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